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評　価　計　画 自　己　評　価 学校関係者評価 改　善　計　画

令和４年度　学校評価報告書 （ＮＯ１）
（様式１－１）

学校教育目標 重点目標未来を生き抜く力（徳・知・体）と社会性を併せ持つ生徒の育成 思いやりの心（受容・共感）を持ち、互いの考えを認め、主体的に取り組むことができる生徒の育成

大牟田市立宅峰中学校

次年度における改善策（案）

重
　
点
　
目
　
標
　
に
　
関
　
す
　
る
　
評
　
価

重点目標 目標達成のための方策（取組指標） 成果指標 結果（成果○と課題△） コメント

○確かな学力の向上 生徒に授業の見通しをもたせ、主体的に取り
組むために、生徒の考えにもとづくめあての
提示とめあてに応じたまとめをする。

〔生徒授業アンケート〕（項目⑤⑥⑧）
めあてを理解して授業を受けている生徒　⇒　3.6以
上

○

△

△

△

校内研究において、各教科における自分の考え
を書く活動と対話場面を設定し授業改善に取り
組んだことで、各教師が単元の中で工夫しなが
ら書く活動や対話活動を取り入れ授業を行うこ
とができた。
今後は、ＩＣＴを活用しながら授業の（書く活
動、対話活動の場面）質の向上を目指し取組を
行う必要がある。

空き教室がなく習熟度の授業を実施できないた
め、ＴＴの授業における個に応じた指導の工夫
が必要である。

前期のアンケートと比較し、３年生の家庭学習
時間は増加したが、１年生、２年生の家庭学習
時間は逆に減少する結果となった。家庭との連
携を含めて今後の課題である。

・
・

・

・

・
・

・

・

学校の評価は適切である。
ICTの活用はこれから今まで以上に必要かと思う。是非推
進していただきたい。
教室が不足しているということなので、習熟度別を行う場
合は１つの教室を前後に分けて行ってみてはどうか。
生徒数が多いので大変だが、できる限り目配り気配りをし
ながらご指導をお願いしたい。
家庭学習の時間は集中力の向上も必要ではないか。
家庭学習は各家庭でしっかり向き合うべき課題だが、目標
設定の工夫も必要かと思う。
生徒が意欲的に取り組むために、分かりやすい「めあて」
を提示することや、対話活動の場面を設定することは、非
常に効果的だと思う。
予習・復習の必要性を理解させる必要があると思う。

学校の評価は適切である。
主体的な子どもの育成を是非今後もお願いしたい。
夢や目標をもたせ、それらの実現のためには学習が土台と
なることを伝えながら、学習習慣を身に付けさせていく必
要があるのではと思う。
多様な子ども達を受け入れ、環境整備に尽力されている先
生方には感謝しかない。
アンケート結果、学校の様子からも、落ち着いた良好な環
境になってきたと思う。
課題等に対し生徒が主体的に取り組むことを意識付けたこ
とにより、主体性においては着実に成果が表れていると思
う。
生徒による主体的活動に取り組んだことで、今後の生徒達
の生活の中にも得られる物があると思う。今後も継続して
いくことが大事である。

○主体性、社会性、
人間関係力の向上

道徳科の時間の充実を図る。重点項目：「思
いやり、感謝」「相互理解、寛容」「公正・
公平」「社会参画、公共の精神」

〔職員：教育課程評価〕（項目⑩⑪⑫）
⑩計画に沿って実施⑪副読本の活用⑫道徳性を高め
る指導の工夫⇒3.０以上　２．９

○

○

○

〔教育課程評価〕（項目⑭）〔生徒指導評価〕（項
目㉗）
⑭生徒が主体的に活動するよう指導している。㉗学
校行事等に主体的に取り組んでいる。⇒3.０以上
３．１

・

・

・

授業における「自分の考えを書く活
動の場面」と「対話活動の場面」を
設定し授業改善に取り組んできた
が、今後はその質の向上を図る取組
を行う。
授業作りの重点「考えの根拠を明確
にさせる授業作り」として、考えの
根拠となる事柄を視覚的に表現（根
拠となる文章や資料に線を引いた
り、色を付けたり、式や言葉を結び
つけたりする）していく。
説明する際に根拠となる事柄が指し
示されたり、述べられたりすること
ができるようにする。

各教科の授業の中で対話活動の場面と自分の
考えを書く活動を中心とした場を設定する。

〔職員：教育課程評価〕（項目③⑥）
③授業において生徒に根拠をもとにした「自分の考
えを書く活動」を取り入れている。⑥授業改善（主
体的、対話的で深い学び）に取り組んでいる。（対
話活動の場面の設定）
⇒　3．0以上（７５％）  ３．０

学校の評価は適切である。
教職員の負担について、特定の教職員に負担がかからない
よう配慮していく必要がある。
会議等における書類の簡素化を図ってみてはどうか。
コロナの影響、校区の広さ、生徒数の多さなど大変なこと
があるが、工夫して取り組んでいると思う。
定例会議をとおして、課題等の共通理解や情報共有を図る
ことにより、適切な組織運営が行われている。

学校の評価は適切である。
Mボードについて、働き方改革を考えると毎日掲載する必
要はないのではないか。
Mボード等を活用し、情報発信の工夫がなされていると思
う。

・
・

・
・

・

・
・

・

・ 水曜日の午後からの時間を活用し、
話合い活動等の時間を設定し、分掌
部会を充実させる。

Mボード、学校通信、HPを中心に
継続的・積極的に情報を発信し、学
校教育活動への理解を図って行くこ
とで、地域に根ざした学校を目指
す。

・

授業の中で、個々の学力や実態に応じた支
援・指導をする。（個に応じた指導の充実）

〔教育課程評価〕（項目⑧）
指導工夫改善と個に応じた指導の充実　⇒　3.0以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．８

基礎学力向上のために家庭学習習慣の定着を
図るため保護者への周知を推進。

〔生徒授業アンケート〕(家庭学習時間)
１時間以上家庭学習する生徒⇒　7０％以上

・

・

主体性、社会性、人間関係力を身に
付けるための基盤となる資質・能力
の向上を図るために、各教科・領域
における授業改善（主体的で対話的
な授業）を図る。
本校の特色でもある「防災・減災教
育」を主軸とした教育活動の充実・
発展を図るとともに、主体性、協働
性、社会性、人間関係力を発揮させ
る場面を全ての教育活動に位置付け
る。

全ての教育活動で生徒が互いの考えを認め、
主体的に取り組んでいくことができる態度や
資質の向上を図る。（学年学級づくりの推
進）

〔職員：学校自己評価〕（項目④）
④互いに認め合い支え合い主体的に学び合うことが
できる教育活動の創造⇒3.3以上  ３．２

生徒に様々な教育活動の中で積極的生徒指導
を取り入れ、自己存在感・自己有用感を高め
る。

〔生徒指導アンケート〕（項目①）
生徒指導の３つの留意点を全教育活動に浸透させる
⇒　3.3以上 　３．２

学校行事や生徒会活動等、全ての教育活動に
おいて生徒の主体性を育む取組を行う。

教育活動において生徒が主体となって取り組む
こと（課題の設定、課題解決のための取組等）
を意識しながら計画を設定し、支援していく場
面が見られた。その結果、生徒も主体的に取り
組む姿が見られるようになってきた。
総合的な学習の時間では外部人材を多く活用し
ながら取組を行い、生徒が主体的に取り組むよ
うになった。
教職員に教育活動の事後について、生徒の様子
や実態等を踏まえながら次に生かそうとする姿
勢が見られるようになった。

・
・
・

・

・

・

・

・
・

・
・

支援が必要な生徒が増加しているため一人一人
の相談時間をできる限り確保していく必要があ
る。
認め合ったり、支え合ったりする集団づくりが
教職員によって共有できたことで、学校行事や
生徒会活動における生徒の言動に表れるように
なった。
別室登校の生徒への課題の提供を確実に行うだ
けでなく、教職員が空き時間に教えるなど学力
保障に努めるようになってきた。

・
・

・

・

・

学校の評価は適切である。
生徒達の安心・安全が大事である。今後とも丁寧な対応を
お願いしたい。
組織的な取組の成果が表れていると感じる。
いじめについては加害者及び被害者双方の様子をしっかり
と確認しながら継続的に指導していく必要がある。

・

・

いじめ事案に関しての組織的な対応
をさらに充実させるために、事案ご
とに検証を行う。
生徒に「自分の大切さとともに他人
の大切さを認めることができる人権
感覚」を身に付けさせるとともに、
一人一人が安心できる、心の居場所
となる学年・学級作りを目標に取組
を行う。

い
じ
め

○いじめを「しな
い、させない、みの
がさない」指導体制
の推進

いじめに関するアンケート（月1回のいじめ
アンケ－ト・学期1回の生活アンケート及び
保護者アンケート）を確実に実施し、担任・
学年・生徒指導部を中心に早期発見・早期対
応に努める。

〔学校生活チェックリスト〕の実施と結果の確認及
び組織的対応
いじめ、不安の訴えへの対応　⇒　１００％

いじめ防止対策委員会を定期的に開催し、情
報の共有と相談体制の確立を徹底し、早期対
応・組織的対応を行う。

〔職員：生徒指導評価〕（項目⑫）
早期に組織的な対応に努めている
　⇒　3.５以上　　３．６

生徒会によるいじめ防止のための啓発活動を
行う。

〔生徒指導アンケート〕（項目③）
　共感的理解を持って接している
⇒　3.3以上  　　３．５

学校の評価は適切である。
不登校の生徒にとって学級が安心できる場になるよう、学
級づくりに向けた指導をお願いしたい。
不登校生徒への対応は、親も含めて関係機関との連携が必
要だと思う。
関係機関とつながり、子どもと家庭へのサポートを続けて
ほしい。
取組の成果は数としては表れていないが、関係機関との連
携した取組は効果的だと感じる。今後も継続・発展を望ん
でいる。

・ 人間関係作りの充実を図るため、生
徒一人一人が安心できる、心の居場
所となる学年・学級作りを目標に取
組を行う。

学校行事や生徒会活動を通して、「認め合
う、支え合う」場面を設定し、人間関係力の
向上に努める。

〔生徒指導アンケート〕（項目④）
　認め合い、支え合う集団づくりを目指している
⇒　3.3以上  ３．４

不登校及び傾向の生徒への情報を共有し、学
年ごとに組織的に取り組む。（別室登校生徒
への対応の充実）

職朝の後、当日の別室登校生徒を確認し、課題等を
提示し、対応を行っていく。

不
登
校

　◇　評価について ・【自　己　評　価】　　４：目標達成（９０％以上）　　３：ほぼ達成（７０％～９０％）　　２：もう少し（６０％～７０％）　　１：できていない（６０％未満）
・【学校関係者評価】　　Ａ：自己評価は適切である　　　Ｂ：自己評価は上方修正すべきである　　　Ｃ：自己評価は下方修正すべきである

○

○

△

業務について、特にアンケート等についてはオ
ンラインなどを使って実施したことにより、教
職員の負担を減らすことが出来た。
部活動については管理職が毎週休日の部活動の
活動状況を把握することで、休日の休みをきち
んと取る部活が増えてきた。
昨年度より時間外勤務時間の１０％の削減が達
成できた月が少なかったが、全体としては減少
している。今後は８０ｈ超、１００ｈ超となっ
た職員に声をかけ、対策を取る必要がある。

・
・

・

・
・

学校の評価は適切である。
働き方改革のための業務改善として、オンラインによるア
ンケート実施はとてもいいと思う。今後も続けていってほ
しい。
部活動の指導は大変だと思う。今後も土日のどちらかは休
むようにお願いしたい。
オンライン等を活用し、事務の効率化が図られている。
改革の難しさがある中においても、学校閉庁日や部活動休
養日等、着実に取組が進められている。

・

・

本市における教育課程の改革ととも
に教職員の意識改革を図りながら、
ICT活用も含めた業務改善に取り組
む。
本市における教育課程の改革・推進
に向けて、保護者や地域住民に対す
る周知・理解に向けた広報活動（学
校HP・学校だより）の更なる充実
を図る。。

働
き
方
改
革

○市の働き方改革取
組指針にそった働き
方改革の取組の実施

業務改善検討委員会による業務内容の見直し
と共通認識を行う。

業務改善検討委員会の実施と管理職による個人への
声かけ。

学校閉庁時間、学校閉庁日、部活動休養日、
学校定時退校日の設定をする。

学校閉庁時間、学校閉庁日の教職員（管理職による
呼びかけ）・保護者への周知と実施

各個人の月ごとの時間外勤務時間を把握し、
個別の相談等を行う。

昨年度より１０％の削減を目指す。

○地域に開かれ、信
頼される学校づくり

△

○

会議内容等を理解し、見通しをもって運営にあ
たっているが、分掌内や係内での協働による運
営に関しては特定の個人に負担がかからないよ
う今後更に検討し、充実させていく必要があ
る。

Mボード、学校通信により定期的に学校の様子
を発信したことにより、保護者アンケートの評
価も高く、また、地域や保護者の方から学校の
様子について話されることが増えた。来年度も
学校の情報を発信していきたい。

○教職員の組織運営
の確立と協働体制の
推進

○不登校生徒の個に
応じた支援体制の推
進と望ましい人間関
係づくりと集団づく
り（未然防止の取
組）

教育相談を効果的に行ったり、関係機関等へ
つないだりしながら組織的な対応を推進。

〔生徒指導評価アンケート〕（項目⑭）
効果的な教育相談　⇒　3.3以上　　３．２

不登校・不登校傾向生徒＜昨年度より減少＞

△

○

○

○

△

○

いじめに関するアンケートに関しては確実に実
施することが出来た。いじめ事案は昨年度より
増加したが、組織的に対応していくことができ
た。
教職員一人一人のいじめや差別等を見抜く力な
どを研修や事案の検証等を通して身に付けてい
く必要がある。

生徒によるいじめ防止の取組（啓発活動）を２
回行うことが出来た。今後も継続して行ってい
くと同時に、生徒の人権感覚を養っていきた
い。

各会議の内容や緊急時の対応について共通理
解を図り、共通実践と緊急時の対応の充実に
生かす。

〔職員：学校自己評価〕（項目⑰）
会議結果の教育活動、学年・学級経営への活用　⇒
3.３以上    ３．２

学校開放日を設定し、地域や保護者との連携
を推進する。

〔保護者アンケート〕（項目⑫⑬）
相談しやすい、保護者の期待に応える
　⇒　3.４以上　　３．１

月１～２回の学校便りの発行やＨＰを活用
し、随時、情報発信を行う。

定例的に運営委員会・生徒指導委員会等を開
催し、組織運営の中で見通しをもって諸活動
の推進を図る。

〔職員：学校自己評価〕（項目⑭）
担当職務を良く理解し、運営にあたっている　⇒3.2
以上 　２．９

〔保護者アンケート〕（項目⑪）
情報発信している　⇒ 3.3以上 　３．５


